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紹
介
事
項紹介します

議員です。
の持てるまちづくりのために頑張ります。

年齢

党派（当選回数）

職業

私の抱負

住所：

Tel：

氏 名
議席
番号

５３歳

無所属（１回）

市議会議員

災害に強く元気な

町づくり、住んで

良かったと言える

天童をめざす。

住所：天童市北久野本二丁目２番８号

Tel：６５３－６５４０

５５歳

無所属（１回）

市議会議員

天童の「未来につ

ながるまちづくり」

をめざして一生懸

命頑張ります。

住所：天童市大字山口２０５６番地

Tel：６５６－２４９６

５７歳

無所属（１回）

農業

元気で活力ある天

童を復活させ、次

代に誇れる“ふる

さと”の創造。

住所：天童市大字高擶南４９番地の１

Tel：６５５－３２６１

６３歳

無所属（１回）

市議会議員

常に市民の目線で

市議会改革と天童

の未来創りの初志

を貫きます。

住所：天童市田鶴町一丁目３番１７号

Tel：６５３－３５５４

たけ だ しょうじ

武田 正二

み と よし み

水戸 芳美

えんどう けいとも

遠藤 敬知

もて き こうゆう

茂木 孝雄

１

２

３

４

６４歳

無所属（２回）

農業

若者が定着、子ど

もを産み育てられ

る住みよいふるさ

とをつくります。

住所：天童市大字山口６６６番地

Tel：６５６－２３７４

４６歳

無所属（２回）

自営業

子育て安心・長生

き安心・観光の活

発な街天童をつく

る為に働きます。

住所：天童市田鶴町四丁目１４番１７号

Tel：６５３－６８４３

５９歳

自由民主党（２回）

市議会議員

市民の代表とし

て、活発な審議に

臨み、議会の質と

密度を高めます。

住所：天童市大字高木９２９番地

Tel：６５４－５６３５

６６歳

無所属（２回）

市議会議員

山本市政を支え

「市役所改革」「議

会改革」に全力で

取り組みます。

住所：天童市糠塚三丁目１番５８号

Tel：６５３－８０１４

むらやま とし お

村山 俊雄

か の よしかず

狩野 佳和

まつ だ みつ や

松田 光也

や はぎ たけあき

矢萩 武昭

５

６

７

８

４９歳

無所属（３回）

薬剤師

子育て支援・高齢

者福祉を中心に、

輝く町の為笑顔で

頑張ります。

住所：天童市久野本三丁目８番１０号

Tel：６５３－２２２１

６１歳

無所属（３回）

市議会議員

市民生活最優先の

施策形成の為、議

会活性化に取り組

みます。

住所：天童市大字川原子３２９番地

Tel：６５６－２８７５

３９歳

民主党（３回）

自営業

市民の皆様の為、

党派を超えた議論

を行ってまいりま

す。

住所：天童市老野森三丁目８番２５号

Tel：６５６－９７６６

６５歳

無所属（３回）

農業

市民のニーズや要

望に対し民間の発

想で行政のサービ

ス向上に努めます。

住所：天童市大字貫津２３６番地

Tel：６５３－９３８９

やまぐち けい こ

山口 桂子

かいほこ たか し

海鋒 孝志

き むら たけとら

木村 竹虎

あかつかこういちろう

赤塚幸一郎

９

１０

１１

１２
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新議員22人を
９月２５日の天童市議会議員選挙で当選した２２人の
市民の皆さんと共に、明るく住みよい、生きがい

新議員の年齢構成と当選回数
当選回数

人 数（うち女性）
４
４
５（１）
４
３
１
１（１）

回 数
１ 回
２ 回
３ 回
４ 回
５ 回
６ 回
７ 回

年齢構成
人 数（うち女性）

１

３（１）

４

１３（１）

１

５９．４歳

年 齢

～３９

４０～４９

５０～５９

６０～６９

７０～

平 均

６９歳

無所属（３回）

団体役員

さらに、市民のた

めの議会になるよ

う、議会改革に頑

張ります。

住所：天童市大字貫津１１５６番地

Tel：６５４－３６７９

６２歳

公明党（４回）

政党役員

「一人一人を大切

に」福祉の充実と

子育て支援の向上

に努力します。

住所：天童市泉町二丁目１１番３２号

Tel：６５３－７７５０

６２歳

無所属（４回）

農業

市民の声を市政に

届け、より住み良

い地域づくりに頑

張ります。

住所：天童市大字蔵増甲１０６７番地

Tel：６５３－８２５５

６２歳

日本共産党（４回）

農業

災害に強い、互い

に助け合う福祉・

防災のまちづくり

に全力をあげます。

住所：天童市大字寺津１５８番地

Tel：６５３－３７１５

ゆう き よし み

結城 義巳

ご とう かずのぶ

後藤 和信

やまざき さとし

山崎 諭

いしがき

石垣 昭一

１３

１４

１５

１６

６９歳

無所属（４回）

農業

確かな経験と実績

で、誠心・対話・

実行を加え、全力

で取り組みます。

住所：天童市小路二丁目６番３２号

Tel：６５３－４８４７

４３歳

無所属（５回）

市議会議員

皆様の「オモイ」

を「カタチ」に。

粘り強くまっすぐ

に取り組みます。

住所：天童市老野森二丁目７番１１号

Tel：６５３－８１６８

６８歳

無所属（５回）

市議会議員

特色ある地方自治

体をめざして、全

力で取り組みま

す。

住所：天童市大字道満２５６番地

Tel：６５４－６６６７

こ まつ よし お

小松 善雄

すず き

鈴木 照一

い とう もりくに

伊藤 護國

１７

１８

１９

７２歳

無所属（６回）

市議会議員

市民一人ひとりに

耳を傾け皆様の負

託に応えるべく頑

張ります。

住所：天童市大字高擶北５３番地

Tel：６５５－２４１５

６３歳

日本共産党（７回）

市議会議員

市民の立場を貫

き、防災・福祉の

まちづくりに力を

尽くします。

住所：天童市東本町二丁目４番１１号

Tel：６５３－５１９６

６０歳

無所属（５回）

農業

「あなたの声を市

政に」を掲げ１６年、

初心を忘れず勇往

邁進します。

住所：天童市大字奈良沢乙１３番地

Tel：６５３－７７６７

あさ い けんいち

淺井 健一

い とう かず こ

伊藤 和子

み と たもつ

水戸 保

２０

２１

２２

しょういち

しょういち
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初初議議会会（（第第44回回臨臨時時会会））
改選後、初の臨時会を開催

議 長 水戸 保 を選出
副議長 鈴木照一

１０月５日、議長、副議長選挙開票の様子

１０
月
５
日
に
改
選
後
の
初
議
会
が
開
催
さ
れ
、
投
票
に
よ
る

選
挙
に
よ
っ
て
、
議
長
、
副
議
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１０
月
１１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
委
員

等
を
は
じ
め
、
議
会
選
出
監
査
委
員
や
各
種
審
議
会
委
員
等
の

選
任
を
行
い
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
議
長
選
挙
の
投
票
結
果

水
戸

保

１２
票

淺
井
健
一

７
票

伊
藤
和
子

２
票

無

効

票

１
票

■
副
議
長
選
挙
の
投
票
結
果

鈴
木
照
一

１１
票

海
鋒
孝
志

５
票

石
垣
昭
一

２
票

山
崎

諭

１
票

結
城
義
巳

１
票

無

効

票

２
票

就任のあいさつ

議
長水

戸

保

副
議
長

鈴
木

照
一

秩序ある議論を展開しなが

ら、議会の活性化と、開か

れた議会を目指します。

議長を補佐し、建設的で闊達

な議論を通し、市勢の更なる

発展を目指して参ります。

◎印 委員長
○印 副委員長委員会の構成

◎赤塚幸一郎 ○木村 竹虎

伊藤 和子 後藤 和信 村山 俊雄

茂木 孝雄 武田 正二

◎山口 桂子 ○松田 光也

伊藤 護國 鈴木 照一 石垣 昭一

海鋒 孝志 遠藤 敬知

◎山崎 諭 ○狩野 佳和

淺井 健一 小松 善雄 結城 義巳

矢萩 武昭 水戸 芳美

◎矢萩 武昭 ○山崎 諭

結城 義巳 赤塚幸一郎 山口 桂子

松田 光也 狩野 佳和

◎狩野 佳和 ○矢萩 武昭

伊藤 和子 結城 義巳 遠藤 敬知 武田 正二

総務教育常任委員会

７人

環境福祉常任委員会

７人

経済建設常任委員会

７人

議 会 運 営 委 員 会

７人

広 報 委 員 会

６人

常

任

委

員

会

諸
会
議
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天童市議会の構成

各種委員等の選挙

議会選出の委員・組合委員 会派の構成
主義主張を同じくする議員が集まってつくる

団体を会派（交渉団体）といいます。本市議会

では、規定により、３人以上の議員で結成する

ことになっています。

会派の構成は、次のとおりです。

伊藤 護國 村山 俊雄
鈴木 照一 小松 善雄
山崎 諭 赤塚幸一郎
山口 桂子 矢萩 武昭
遠藤 敬知 水戸 芳美
武田 正二

結城 義巳 松田 光也
後藤 和信 淺井 健一

狩野 佳和 木村 竹虎
海鋒 孝志

※会派に属さない議員

伊藤 和子 石垣 昭一 茂木 孝雄

水戸 保（議長）

※議長は、申し合わせ事項により、任期中に限

り、会派から離脱しています。

清 新 会

自 公 ・ 政 和 会

民 主 市 民 ク ラ ブ

小松 善雄

村山 俊雄

矢萩 武昭 松田 光也
狩野 佳和

淺井 健一 後藤 和信
海鋒 孝志 遠藤 敬知
水戸 芳美 武田 正二

山口 桂子 松田 光也

水戸 保 伊藤 護國
海鋒 孝志 松田 光也
村山 俊雄 水戸 芳美

水戸 保 山崎 諭
伊藤 護國 海鋒 孝志
村山 俊雄 水戸 芳美

水戸 保 山崎 諭
松田 光也

水戸 保 鈴木 照一
山崎 諭 狩野 佳和
伊藤 護國 海鋒 孝志
松田 光也 村山 俊雄
水戸 芳美

天 童 市 監 査 委 員

天 童 市 農 業 委 員

東根市外二市一町
共立衛生処理組合議員

天 童 市 都 市 計 画
審 議 会 委 員

天 童 市 民 生 委 員
推 薦 会 委 員

乱川河川改修促進
期 成 同 盟 会 委 員

天童東根村山線整備
促進期成同盟会委員

田 井 橋 再 架 促 進
期 成 同 盟 会 委 員

留山川ダム建設促進
期 成 同 盟 会 委 員

委 員

齋藤 浩一 秋葉 俊一 柴崎那保美 山口 賢一
（高 擶） （一日町） （久野本） （津 山）

藤山庄一郎 五十嵐雪子 伊藤 栄子 近野 和弘
（荒 谷） （蔵 増） （山 口） （干 布）

蜂谷 勝実 水戸 保 水戸部光昭 奥山 嘉内
工藤 義美 工藤 秀世 石山 光昭

淺井 健一 佐藤圭一郎 小山田忠雄 瀬野 弘一
工藤 明夫 土屋 健吾 長岡 繁

押野 奎治 淺井 健一 岡崎 俊雄 齋藤 浩一
佐藤 繁雄 遠藤 宏一 遠藤 敬知

牧田 亮一 藤山 潤 村形 仁秀 渡邊 邦彦
武田 道雄 武田 友弥 佐藤 春美

人数

４

４

７

７

７

７

委員等の名称

選 挙 管 理 委 員 会 委 員

選 挙 管 理 委 員 会 補 充 員

干布地区財産区管理会委員

高擶地区財産区管理会委員

大字高擶有財産区管理会委員

大字荒谷有財産区管理会委員

総務部、会計課、消防本部、教育委員会等を所管・審査

健康福祉部、市民部、市民病院を所管・審査

経済部、建設部、水道事業所、農業委員会を所管・審査

予算についての審査

決算についての審査

議会内部の問題として意思疎通等を図る必要があると認めた場合、議長
が招集し、議員全員で協議する。

市議会だよりの発行、ホームページ等の議会の広報に関すること。

各会派の代表者で構成され、各会派間の意見の調整及び協議等の必要が
あると認められる場合、議長が招集する。

総務教育常任委員会

環境福祉常任委員会

経済建設常任委員会

議会運営委員会

予算特別委員会

決算特別委員会

全 員 協 議 会

広 報 委 員 会

各派代表者会

常任委員会

特別委員会

諸 会 議

議会
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芳賀土地
区画整理

市政に対する一般質問は、８月２６日・２９日の
２日間の日程で、１０人の議員が行いました。
芳賀土地区画整理事業の開発内容のほか、東

日本大震災を踏まえた本市の今後の対応や放射
能被害対策等について、市長、教育長等の見解
を求めました。

事
業
の
進
捗
と新

駅
建
設
構
想
は

狩
野
佳
和
議
員

芳
賀
の
土
地

区
画
整
理
事
業

が
２８
年
度
完
成

を
目
指
し
、
進
行
中
で
あ
る
。
当

初
よ
り
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま

た
天
童
駅
か
ら
南
方
２
㌔
㍍
、
高

擶
駅
の
北
方
１
・
３
㌔
㍍
の
地
点

に
、
新
駅
建
設
の
構
想
が
あ
る
。

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

が
不
明
確
で
あ
り
、
新
駅
は
不
要

と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

山
本
市
長

２８
年
度
の
完
成
を
目

指
し
、
区
画
整
理
組
合
施
行
の
芳

賀
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状

況
は
、
平
成
２２
年
度
末
の
進
捗
率

は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
１６
％
と
順

調
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
計
画
は
、
引
き
続
き
家
屋

移
転
や
道
路
、
上
下
水
道
等
の
公

共
施
設
の
整
備
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
宅
地
の
盛
土
整
地
を
行
い
、

１０
月
に
は
保
留
地
の
販
売
を
開
始

す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

ま
た
新
駅
構
想
に
つ
い
て
は
、

第
六
次
天
童
市
総
合
計
画
に
掲
げ

て
い
る
と
お
り
、
高
齢
化
社
会
等

へ
の
対
応
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
駅
設
置
は
、

芳
賀
地
区
に
新
た
に
居
住
す
る
住

民
は
も
と
よ
り
、
南
部
地
区
の
既

成
市
街
地
に
居
住
す
る
住
民
、
さ

ら
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
大
規
模
大
会
が
開
催
さ

れ
る
県
総
合
運
動
公
園
の
最
寄
り

駅
と
し
て
多
く
の
方
々
の
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
新
駅
設
置
に
は
、
道
路

の
配
置
計
画
や
駅
前
広
場
等
に
必

要
な
用
地
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と
並
行

し
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

平成２８年の完成が待たれる

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

★
民
主
天
童
ク
ラ
ブ

狩
野
佳
和
議
員

＊
芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て

＊
子
育
て
支
援
施
設
に
つ
い
て

＊
山
形
天
童
線
（
高
擶
〜
芳
賀
）

の
道
路
整
備
に
つ
い
て

★
か
が
や
き

松
田
耕
一
議
員

＊
天
童
市
民
病
院
の
あ
り
方
に

つ
い
て

＊
芳
賀
土
地
区
画
整
理
地
内
の

開
発
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

本
市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
山
口
桂
子
議
員

＊
税
収
等
の
確
保
と
施
策
の
実

現
に
つ
い
て

＊
高
齢
者
へ
の
福
祉
向
上
の
た

め
に

武
田
達
郎
議
員

＊
天
童
高
原
の
開
発
に
つ
い
て

＊
遺
跡
発
掘
に
つ
い
て

★
政
和
会

松
田
光
也
議
員

＊
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
に
つ
い
て

＊
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て

結
城
義
巳
議
員

＊
天
童
市
民
病
院
の
経
営
に
つ

い
て

＊
放
射
能
対
策
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

＊
子
ど
も
救
命
士
（
小
中
学
生
）

の
育
成
に
つ
い
て

＊
児
童
館
の
開
館
時
間
等
に
つ

い
て

＊
マ
イ
保
育
園
登
録
制
度
に
つ

い
て

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

石
垣
昭
一
議
員

＊
放
射
能
被
害
対
策
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
の
か
か

わ
り
方
に
つ
い
て

＊
教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、

子
ど
も
が
い
き
い
き
と
学
べ

る
学
校
に

平成23年11月1日発行 （6）
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税収等確保
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防災計画
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芳賀開発

市
税
等
の
徴
収
強
化
と

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

山
口
桂
子
議
員

近
年
の
社
会

情
勢
等
の
影
響

で
、
市
税
の
減

収
傾
向
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、

市
税
等
の
滞
納
状
況
と
徴
収
強
化

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
も
っ
と
ふ
る
さ
と
納
税
へ

の
理
解
を
広
め
て
、
財
源
確
保
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

山
本
市
長

今
年
度
の
個
人
市
民

税
や
固
定
資
産
税
等
は
、
昨
年
度

に
比
べ
減
少
し
、
市
税
全
体
の
決

算
見
込
み
は
減
少
す
る
と
推
計
し

て
い
る
。
本
市
の
滞
納
税
額
は
、

７
月
末
現
在
で
、
市
税
が
約
９
億

円
、
国
民
健
康
保
険
税
が
約
６
億

１
０
０
０
万
円
等
と
な
っ
て
い
る
。

滞
納
者
の
実
態
把
握
と
滞
納
整
理

を
厳
格
化
し
、
差
押
え
等
の
滞
納

処
分
を
行
っ
て
い
る
。
自
主
財
源

と
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
の
た

め
、
今
後
も
徴
収
強
化
に
努
め
た

い
。本

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

は
、
２０
年
度
が
１５
件
で
１
５
１
万

円
、
２１
年
度
が
７
件
で
２
２
０
万

円
、
２２
年
度
が
１２
件
で
１
３
５
万

３
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
は
、
ふ
る
さ
と
に
目

を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ

と
の
活
性
化
を
図
る
制
度
で
あ
る

の
で
、
応
援
し
た
い
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
施
策
と
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

東
日
本
大
震

災
を
受
け
て
、

同
規
模
の
震
災

が
本
市
に
お
い
て
も
起
こ
る
可
能

性
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
①

関
係
団
体
と
の
緻
密
な
調
整
を
図

り
、
②
本
市
の
「
地
域
防
災
計
画
」

の
全
面
的
な
見
直
し
に
速
や
か
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長

市
地
域
防
災
計
画
は
、

国
の
指
針
や
県
の
地
域
防
災
計
画

の
修
正
等
に
沿
っ
て
、
平
成
１０
年

及
び
２０
年
に
全
面
修
正
し
、
１２
年

及
び
１６
年
に
一
部
修
正
し
て
き
た
。

昨
年
度
、
本
市
で
は
１６
年
度
に

作
成
し
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
に
着
手
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
対
応
の
た
め
に
、
見
直
し

作
業
が
中
断
し
て
い
る
。
現
在
は
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
で
明
ら

か
と
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
自

主
防
災
会
や
各
課
等
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。
自
主

防
災
会
等
か
ら
は
、
十
分
な
対
応

や
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
反
省
も
あ
っ
た
の

で
、
自
主
防
災
会
が
行
う
べ
き
活

動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
・
啓
発

に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
年
度
か

ら
、
国
・
県
の
修
正
に
合
わ
せ
て
、

市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
着
手

し
た
い
。

芳
賀
土
地
区
画
整
理
地
内
の

開
発
に
つ
い
て

松
田
耕
一
議
員

１０
月
１
日
よ

り
天
童
芳
賀
タ

ウ
ン
が
宅
地
分

譲
開
始
の
予
定
だ
が
、
現
在
芳
賀

地
区
に
計
画
し
て
い
る
事
業
全
体

の
内
容
を
伺
い
た
い
。
同
地
区
に

は
子
育
て
支
援
施
設
を
建
設
す
る

計
画
だ
が
、
内
容
を
お
伺
い
し
た

い
。
パ
ル
テ
１
階
に
は
わ
ら
べ
館
、

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
に
は
大
型
遊
具

を
設
置
し
た
公
園
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
と
の
整
合
性
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

山
本
市
長

区
画
整
理
組
合
が
施

行
す
る
芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業

の
事
業
費
は
、
都
市
計
画
道
路
の

整
備
に
対
す
る
補
助
金
２７
億
３
０

０
０
万
円
、
公
園
用
地
に
対
す
る

公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
約
１
億

７
０
０
万
円
、
組
合
員
の
土
地
の

減
歩
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
保

留
地
の
処
分
金
約
７２
億
４
０
０
０

万
円
、
合
計
約
１
０
０
億
８
０
０

０
万
円
で
あ
る
。
区
画
整
理
地
内

に
お
い
て
市
が
整
備
す
る
施
設
は
、

子
育
て
支
援
施
設
の
ほ
か
、
４
つ

の
公
園
、
上
下
水
道
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。
新
駅
設
置
は
今
年

度
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
調
査
結
果
を

待
っ
て
か
ら
検
討
し
た
い
。

区
域
内
の
子
育
て
支
援
施
設
に

つ
い
て
は
、
屋
内
型
の
広
場
を
中

核
と
し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
や
情
報
提
供
、
保
護
者
同
士
の

交
流
機
能
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
育
成
な
ど
の
機
能
を
持
た
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。
整
備
概
要

に
つ
い
て
は
、
市
民
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
現
在
、
検
討
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
の
大
型
遊
具

は
、
屋
外
型
で
あ
る
が
、
こ
の
子

育
て
支
援
施
設
は
屋
内
型
の
広
場

で
、
冬
期
間
で
も
の
び
の
び
と
利

用
で
き
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
施

設
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
機
能
を
い
か
し
て
い
き
た
い
。

整備が進む芳賀地内

（7） てんどう市議会だより №134
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天童高原
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市民病院
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観 光

天
童
高
原
の
利
活
用
に
つ
い
て

武
田
達
郎
議
員

自
然
豊
か

で
、
風
光
明
媚

な
環
境
が
整
っ

た
と
こ
ろ
は
何
と
し
て
も
生
か
さ

な
け
れ
ば
、
本
市
の
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。
開
発
に
向
け
た
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
早
急
に
立
ち
上
げ
、

大
胆
な
発
想
の
も
と
検
討
を
行
い
、

コ
テ
ー
ジ
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

温
泉
等
を
整
備
し
て
老
若
男
女
の

賑
わ
う
場
所
に
す
べ
き
と
思
う
が

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長

天
童
高
原
は
、
緑
豊

か
で
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
た
市

民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
市
の
貴

重
な
観
光
資
源
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
等
に
対
応
し
き
れ
ず
、
天
童
高

原
の
資
源
の
多
く
が
活
用
さ
れ
な

い
ま
ま
、
年
々
利
用
者
数
の
減
少

が
進
む
状
況
で
あ
る
。

今
年
度
末
の
天
童
市
牧
野
公
社

の
解
散
に
よ
り
、
今
後
の
天
童
高

原
の
あ
り
方
や
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
現
在
、
計
画
書
を
策
定

中
で
あ
る
が
、
ス
キ
ー
事
業
と
草

地
管
理
に
つ
い
て
は
、
存
続
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
天
童
高

原
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
々
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
や

関
係
団
体
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
内
容
を

十
分
精
査
し
、
今
後
の
利
活
用
の

方
針
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

天
童
市
民
病
院
の経

営
に
つ
い
て

結
城
義
巳
議
員

企
業
会
計
の

損
益
計
算
で
は
、

収
入
か
ら
現
金

支
出
の
伴
わ
な
い
建
物
等
の
減
価

償
却
費
等
も
差
し
引
く
の
で
、
そ

の
結
果
、
減
価
償
却
費
以
内
の
赤

字
で
あ
れ
ば
、
経
営
努
力
は
評
価

し
た
い
。
２２
年
度
の
決
算
を
、
そ

の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
純
損
失
か

ら
減
価
償
却
費
を
差
し
引
く
と
黒

字
と
な
る
。
正
し
い
情
報
を
、広
報

紙
等
で
市
民
に
知
ら
せ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

山
本
市
長

２２
年
度
の
市
民
病
院

の
決
算
に
つ
い
て
は
、
純
損
失
が

１
億
４
５
７
０
万
１
０
０
０
円
で
、

そ
の
損
益
計
算
で
は
、
現
金
支
出

が
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
１
億
８

９
２
１
万
７
０
０
０
円
、
資
産
減

耗
費
５３
万
円
、
及
び
特
別
損
失
１

０
８
万
１
０
０
０
円
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
差
し
引
く
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
か
ら
み
て
、

４
５
１
２
万
７
０
０
０
円
の
プ
ラ

ス
と
な
る
。
企
業
会
計
で
は
、
現

金
支
出
が
伴
わ
な
い
も
の
も
経
費

と
し
て
計
上
さ
れ
る
た
め
、
会
計

上
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
て
も
、
資

金
的
に
プ
ラ
ス
に
な
る
場
合
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
に
と
っ
て
分

か
り
に
く
い
面
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
今
後
、
整
理
し
て
し
っ
か

り
と
広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
。

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
つ
い
て

松
田
光
也
議
員

３
月
１１
日
の

大
震
災
に
よ
り

県
内
へ
の
観
光

客
が
激
減
し
、
本
市
で
も
経
済
が

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
観
光
客
の

誘
客
を
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
市
内
の
観
光
は
も
ち
ろ

ん
、
近
隣
の
観
光
地
と
連
携
し
な

が
ら
観
光
客
が
ま
た
来
た
く
な
る

よ
う
な
、
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
す
べ
き
と
思
う
が
市
長
の

考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。

山
本
市
長

昨
年
２
月
に
、
花
の

や
ま
が
た
観
光
圏
推
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、「
め
で
た
め
で
た
♪
花

の
や
ま
が
た
観
光
圏
」
が
、
村
山

地
域
の
７
市
７
町
で
形
成
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
圏
域
内
の
観
光
資
源
を

活
用
し
た
、
２
泊
３
日
以
上
の
滞

在
型
観
光
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

天
童
温
泉
と
山
寺
の
連
携
に
よ
る

山
寺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ツ
ア
ー
等
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
観
光
圏
推
進
事
業

と
し
て
、
豊
か
な
自
然
や
四
季

折
々
の
食
と
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
組
み
合
わ
せ
た
天
童
型
ク
ア
オ

ル
ト
の
策
定
に
向
け
て
、
舞
鶴
山
、

天
童
高
原
な
ど
を
中
心
に
現
地
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
県

及
び
観
光
圏
推
進
協
議
会
を
は
じ

め
と
し
た
観
光
関
係
団
体
と
の
連

携
を
一
層
強
化
し
、
国
内
外
の
観

光
誘
客
事
業
等
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努

め
た
い
。

（
注
）
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン＝

観
光

に
お
け
る
新
商
品
の
導
入
、
観
光
資

源
の
新
た
な
開
拓
な
ど
。

着地型旅行商品を企画して実施した街歩き

平成23年11月1日発行 （8）
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教 職 員

子
ど
も
救
命
士（
小
中
学
生
）の

育
成
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

子
ど
も
救
命

士
の
育
成
を
通

し
て
児
童
生
徒

に
命
の
大
切
さ
や
、
救
急
救
命
の

知
識
を
幼
少
の
時
か
ら
身
に
付
け

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来

大
人
に
な
っ
た
時
に
役
立
て
て
、

市
民
の
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、
子
ど
も
救
命
士
の
事

業
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま
た
、

一
家
に
一
人
の
救
命
士
の
育
成
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

水
戸
部
教
育
長

学
校
に
お
け
る

安
全
教
育
は
、
児
童
生
徒
の
命
を

守
る
う
え
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
最
も
重
要
な
教
育
活
動
で

あ
る
。
子
ど
も
救
命
士
に
つ
い
て

は
、
応
急
手
当
の
心
得
が
あ
れ
ば
、

救
命
の
備
え
が
で
き
る
の
で
は
と

思
う
。
現
在
、
消
防
署
と
連
携
し

て
、
講
習
を
行
っ
て
い
る
小
中
学

校
が
あ
る
。
救
急
講
習
を
含
め
た

安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
が

主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
今
後

と
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

山
本
市
長

応
急
手
当
の
推
進
の

ま
ち
と
い
う
こ
と
で
一
家
に
一
人

の
救
命
士
と
い
う
こ
と
は
大
変
よ

ろ
し
い
か
と
思
う
。
た
だ
、
こ
の

た
び
の
大
震
災
等
も
教
訓
と
し
な

が
ら
、
こ
の
救
命
士
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
対
応
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

放
射
能
汚
染
に
よ
る

農
畜
産
物
被
害
対
策

石
垣
昭
一
議
員

放
射
能
汚
染

は
福
島
だ
け
で

な
く
、
県
内
農

業
に
も
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
、

消
費
者
の
肉
牛
、
米
、
果
樹
等
へ

の
汚
染
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

農
家
も
消
費
者
も
安
全
な
農
産
物

の
供
給
を
望
ん
で
お
り
、
検
査
体

制
の
強
化
と
消
費
者
へ
の
安
全
・

安
心
の
広
報
体
制
を
ど
の
よ
う
に

整
備
し
、
風
評
被
害
を
防
い
で
い

く
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長

県
に
お
い
て
は
、
３

月
２４
日
か
ら
主
要
な
農
畜
産
物
を

対
象
に
、
主
産
地
の
ほ
場
の
サ
ン

プ
ル
を
採
取
し
て
、
放
射
性
物
質

の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
肉
牛
に

つ
い
て
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
出

荷
段
階
で
の
全
頭
検
査
を
実
施
し

て
お
り
、
米
の
検
査
に
つ
い
て
は
、

８
月
下
旬
か
ら
の
予
備
調
査
の
ほ

か
、
９
月
中
旬
か
ら
の
本
調
査
も

予
定
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

県
に
よ
る
オ
ー
ル
山
形
で
の
検
査

体
制
と
の
連
携
強
化
や
、
協
力
体

制
の
充
実
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
風
評
被
害
へ
の
対
応
と

し
て
、
県
は
検
査
結
果
を
公
表
し
、

消
費
の
喚
起
と
安
全
・
安
心
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て

は
、
放
射
性
物
質
の
検
査
と
同
様

に
、
県
と
の
連
携
を
強
化
し
、
消

費
喚
起
や
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

風
評
被
害
の
払
拭
に
努
め
た
い
。

教
員
の
配
置
状
況
と

勤
務
実
態
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

教
員
の
配
置

状
況
と
正
規
、

非
正
規
の
状
況
。

ま
た
、
教
員
の
時
間
外
勤
務
や

自
宅
持
ち
帰
り
仕
事
の
実
態
は
。

国
が
「
月
８０
時
間
」
を
過
労
死
ラ

イ
ン
と
し
て
い
る
が
、
教
員
の
健

康
実
態
を
ど
う
把
握
し
、
ど
う
対

策
を
講
じ
て
い
る
か
。

授
業
準
備
時
間
や
子
ど
も
と
触

れ
合
う
時
間
を
ど
う
確
保
し
て
い

る
か
。

水
戸
部
教
育
長

本
市
の
小
中
学

校
の
定
数
内
教
職
員
数
は
、
３
４

３
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
常
勤
講

師
が
１５
人
で
あ
る
。
こ
の
度
の
東

日
本
大
震
災
対
応
の
非
常
勤
講
師

を
含
め
て
２３
人
の
非
常
勤
講
師
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
と
自
宅

持
ち
帰
り
の
仕
事
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
２２
年
度
の
調
査
で
は
、
小

学
校
に
お
い
て
は
、
１
週
間
平
均

で
時
間
外
勤
務
が
９
・
２
時
間
、

自
宅
持
ち
帰
り
の
仕
事
が
５
・
２

時
間
で
、
合
計
１４
・
４
時
間
と

な
っ
て
い
る
。
中
学
校
に
お
い
て

は
、
１
週
間
平
均
で
時
間
外
勤
務

が
１２
・
６
時
間
、
自
宅
持
ち
帰
り

の
仕
事
が
２
・
９
時
間
で
、
合
計

１５
・
５
時
間
で
あ
る
。
社
会
の
変

化
に
応
じ
た
様
々
な
改
革
が
学
校

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
職
員
に

新
た
な
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

現
実
も
あ
り
、
研
修
の
機
会
を
確

保
し
た
り
、
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル

支
援
員
等
を
配
置
し
た
り
す
る
な

ど
し
て
対
応
し
て
い
る
。

教
職
員
は
、
勤
務
時
間
内
は
で

き
る
だ
け
児
童
生
徒
と
向
き
合
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
授
業
準
備

な
ど
は
、
児
童
生
徒
が
下
校
し
た

後
に
、
時
間
外
、
あ
る
い
は
自
宅

へ
の
持
ち
帰
り
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

小学校の授業風景
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税制改正

■７月
２８日 議会運営委員会

■８月
８日 天童夏まつり「花笠パレード」参加
９日 山形県市議会議長会議員研究会

（ビッグウイング）
１７日 議会運営委員会
２３日 東根市外二市一町共立衛生処理組

合臨時会
２４日～９月１３日 第３回市議会定例会
２４日 広報委員会
３０日 市長要請総務教育常任委員会（市

民満足度・重要度アンケート調査
結果について）

■９月
１２日 議会運営委員会
１３日 広報委員会
２５日 市議会議員選挙投票日
２８日 初当選議員説明会

■１０月
１日 初会合、全員協議会
４日 各派連絡会議、臨時議会運営委員

会
５～１１日 第４回市議会臨時会
５日 全員協議会、仮各派代表者会、交

渉会派会議
６日 仮各派代表者会、臨時議会運営委

員会
１１日 全員協議会、各派代表者会、議会

運営委員会、広報委員会
１４日 広報委員会
１８日 初当選議員研修会
２１日 市長要請経済建設常任委員会（天童

高原整備開発基本構想について）

◆
議
第
２０
号
天
童
市
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

畜
産
農
家
へ
の
影
響
と

不
申
告
の
状
況
は

伊
藤（
和
）議
員

附
則
第
５
条
の

免
税
対
象
飼
育
牛
と
は
。
ま
た
、

改
正
で
、
要
件
上
限
を
２
０
０
０

頭
か
ら
１
５
０
０
頭
に
す
る
が
、

畜
産
農
家
へ
の
影
響
は
。

税
の
不
申
告
に
対
す
る
過
料
の

額
を
３
万
円
か
ら
１０
万
円
に
引
き

上
げ
る
が
、税
の
不
申
告
の
状
況
は
。

総
務
部
長

家
畜
取
引
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
家
畜
市
場
等
で
の
売

却
及
び
農
協
に
委
託
し
て
の
売
却

で
、
売
却
価
格
が
１
０
０
万
円
未

満
の
肉
用
牛
が
対
象
で
あ
り
、
本

市
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
肉
用
牛
で

は
、
最
大
飼
育
農
家
で
も
約
７
０

０
頭
、
出
荷
頭
数
で
は
３
０
０
頭

未
満
で
あ
り
、
本
市
の
畜
産
農
家

へ
の
影
響
は
無
い
も
の
と
思
う
。

平
成
２３
年
度
の
市
民
税
の
納
税

義
務
者
は
２
万
８
８
７
０
人
で
、

ま
だ
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
５

３
６
人
で
１
・
９
％
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
内
容
と
し
て
は
、
４
月

ま
で
の
未
申
告
者
が
８
７
６
人
で
、

５
月
以
降
に
呼
出
し
等
を
行
っ
て
、

そ
の
う
ち
３
４
０
人
が
申
告
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
５
３
６

人
と
な
っ
て
い
る
。

山
形
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

７
月
２６
日
、
山
形
県
国
保
会
館
（
寒
河
江
市
）
に
お
い
て
、
広
域
連

合
議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２２
年
度
決
算
を
認
定
、
平
成
２３
年
度
補
正

予
算
（
第
１
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
副
広
域
連
合
長
に
遠
藤

直
幸
山
辺
町
長
を
、
監
査
委
員
に
斉
藤
栄
治
山
形
市
議
会
議
員
を
そ
れ

ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。

平成２２年度医療特別会計決算

８月３０日、提出された議案に対し、各常任
委員会の審査に入る前に、日本共産党天童市
議団の伊藤和子議員が総括的な質疑を行いま
した。質疑の主な内容は、次のとおりです。

総 括 質 疑
議議会会ののううごごきき

◆歳入 （単位：千円）

摘 要
各市町村からの負担金
国からの負担金、交付金等
県からの負担金
支払基金が各保険者から後期高齢者支援金を徴
収し、広域連合に交付するもの

一般会計等からの繰入金
前年度からの繰越金
延滞金、預金利子等

◆歳出 （単位：千円）

摘 要
医療通知費、電算処理手数料等
医療費、高額療養費、葬祭費等

健診事業を市町村に委託
円滑運営臨時特例基金積立金
過年度返還金

決算額
２０，８５９，７４９
４７，１８４，４５２
１０，９９６，４３５

５５，０３６，１５４

１７，０１２

１，４７６，４６０
３，９００，１８６
１４５，６８８

１３９，６１６，１３６

決算額
４７３，０９２

１３２，９１８，８９２

１０８，０００

８，７９１

１９１，８２２
１，１２９，５９７
１，９２２，０１４

０
１３６，７５２，２０８

款
１ 分担金及び負担金
２ 国 庫 支 出 金
３ 県 支 出 金

４ 支払基金交付金

５ 特別高額医療費
共同事業交付金

６ 繰 入 金
７ 繰 越 金
８ 諸 収 入

合 計

款
１ 総 務 費
２ 保 険 給 付 費
３ 県財政安定化基金
拠 出 金

４ 特別高額医療費
共同事業拠出金

５ 保 険 事 業 費
６ 基 金 積 立 金
７ 諸 支 出 金
８ 予 備 費

合 計

平成23年11月1日発行 （10）



一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
各

特
別
会
計
補
正
予
算
８
件
は
、

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議
に
お

い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

防
災
対
策
に
要
す
る

経
費
の
内
容
は

委
員

機
械
器
具
購
入
費
９
０
０

万
２
０
０
０
円
の
内
容
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
防
災
用
品
を
購
入
し
、

ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

市
長
公
室
長

３
・
８
㌔
㍗
発
電
機

を
は
じ
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
ハ
ロ

ゲ
ン
投
光
機
な
ど
を
購
入
す
る
経

費
で
、
市
立
公
民
館
に
備
え
る
計

画
で
あ
る
。

民
生
委
員
活
動
費
の

増
額
内
容
は

委
員

民
生
委
員
活
動
費
を
６９
万

５
０
０
０
円
増
額
す
る
理
由
は
。

社
会
福
祉
課
長

現
在
、
民
生
委

員
の
活
動
費
は
、
年
額
５
万
２
５

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

と
民
生
委
員
活
動
費
の
支
払
委
託

を
締
結
し
て
い
る
県
か
ら
の
通
知

が
あ
り
、
民
生
委
員
の
活
動
費
年

額
が
一
人
当
た
り
５
６
０
０
円
加

算
さ
れ
、
年
額
５
万
８
１
０
０
円

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

認
可
外
保
育
施
設
の

支
援
内
容
は

委
員

認
可
外
保
育
施
設
す
こ
や

か
保
育
事
業
費
補
助
金
と
し
て
、

２０
万
９
０
０
０
円
増
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

子
育
て
支
援
課
長

夏
期
の
電
力

需
給
対
策
と
し
て
、
日
曜
日
の
勤

務
に
対
応
す
る
た
め
、
認
可
外
保

育
施
設
を
９
月
末
ま
で
１
カ
所
開

設
す
る
経
費
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

補
助
金
増
額
の
内
容
は

委
員

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
支
援
事
業
費
補
助
金
と

し
て
、
３
６
０
万
円
増
額
と
な
っ

て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

生
活
環
境
課
長

当
初
予
算
で
３

０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
た
が
、

６
月
７
日
現
在
で
２６
件
の
申
請
が

あ
り
、
予
算
を
使
い
果
た
し
た
。

そ
の
後
も
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ

り
、
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
増

額
す
る
も
の
。

旧
東
村
山
郡
役
所
資
料
館

の
修
繕
内
容
は

委
員

修
繕
料
と
し
て
７０
万
４
０

０
０
円
を
増
額
す
る
内
容
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長

今
年
の
大

雪
の
影
響
に
よ
る
ス
ガ
漏
れ
の
ほ

か
、
東
日
本
大
震
災
の
損
害
も
あ

り
、
こ
の
た
び
漆
喰
の
一
部
を
修

繕
す
る
も
の
。

稲
作
振
興
に
要
す
る

経
費
増
額
の
内
容
は

委
員

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
交
付
金
を
４４
万
４
０
０
０
円
増

額
す
る
具
体
的
な
内
容
は
。

農
林
課
長

２３
年
度
か
ら
の
新
規

事
業
で
あ
る
。
①
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
あ

る
。
水
稲
の
有
機
栽
培
農
業
の
振

興
に
対
す
る
交
付
金
で
、
１０
㌃
当

た
り
、
国
が
４
０
０
０
円
、
県
と

市
が
各
２
０
０
０
円
、
合
計
８
０

０
０
円
の
補
助
に
な
る
。

北
目
地
内
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
は

委
員

土
砂
災
害
対
策
事
業
負
担

金
１
１
６
０
万
円
の
内
容
は
。

建
設
課
長

県
が
実
施
す
る
北
目

地
内
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

費
に
対
す
る
１０
％
の
本
市
の
負
担

金
で
あ
る
。
場
所
は
舞
鶴
山
の
南

斜
面
で
、
延
長
が
２
４
０
㍍
、
法

面
の
面
積
は
２
４
３
０
平
方
㍍
の

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

一般会計補正予算（第３号）のあらまし

補 正 額 ３億７７９９万２０００円

予算総額２０４億８６０７万６０００円

◆主な内容 （単位：千円）

防災対策に要する経費 ９，０５６

社会福祉一般に要する経費 ７３８

障がい者の一般福祉に要する
経費 １，３６４

地球温暖化防止対策に要する
経費 ３，６００

果樹の振興に要する経費 ３１，０７０

農用地の整備に要する経費 ３，４２０

明治大学・天童市連携事業に
要する経費 ２２５

土木行政の一般事務に要する
経費 １１，６００

予算特別委員会

２３年度一般会計補正予算
３億７７９９万２０００円を

増額補正
予算特別委員会での審査
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東
日
本
大
震
災
の避

難
者
は

委
員

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
大

震
災
に
お
い
て
、
他
県
か
ら
の
避

難
者
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

市
長
公
室
長

３
月
１５
日
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
等
の
避
難
所
に
最
大
２
１

８
人
が
避
難
さ
れ
て
い
た
。

８
月
２４
日
現
在
６
０
６
人
の
方

が
避
難
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

内
訳
と
し
て
は
、
県
営
・
市
営
住

宅
等
に
１７
人
、
民
間
の
賃
貸
住
宅

に
４
８
０
人
、
知
人
・
親
戚
宅
に

３６
人
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
に
７３
人

と
な
っ
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

委
員

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
市
営
バ
ス
に
比
べ
て
利
用

者
が
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
原
因
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長

会
員
登
録
や
前

日
ま
で
の
予
約
が
煩
わ
し
い
と
い

う
声
が
あ
る
。
２３
年
度
か
ら
は
、

一
部
地
域
で
戸
口
か
ら
戸
口
へ
の

デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
し
て
い
る
。

今
後
と
も
検
証
し
な
が
ら
利
用
者

が
利
用
し
や
す
い
形
に
し
て
い
き

た
い
。

３５
㍍
級
は
し
ご
車
導
入
に

つ
い
て

委
員

３５
㍍
級
先
端
屈
折
水
路
付

は
し
ご
車
を
導
入
し
た
が
、
そ
の

運
用
基
準
は
。
ま
た
、
納
入
後
間

も
な
く
車
両
に
事
故
が
発
生
し
た

が
、
事
故
と
修
繕
経
費
の
内
容
は
。

消
防
署
長

不
特
定
多
数
の
人
が

出
入
り
す
る
ホ
テ
ル
等
の
３
階
建

以
上
の
建
物
と
、
そ
れ
以
外
で
は

４
階
建
以
上
の
建
物
の
火
災
の
時

に
出
動
す
る
。
新
し
い
は
し
ご
車

を
当
該
建
物
ま
で
派
遣
し
て
、
配

置
場
所
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

消
防
課
長

当
初
納
入
を
３
月
１８

日
に
予
定
し
て
い
た
が
、
震
災
の

影
響
で
３
月
２２
日
に
納
入
さ
れ
た
。

３
月
２４
日
に
引
渡
し
式
の
準
備
を

す
る
た
め
に
車
庫
か
ら
出
そ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
初
め
て
導
入
さ
れ

た
４
輪
操
舵
方
式
の
車
両
に
慣
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
車
庫
の

柱
と
車
両
の
右
側
後
部
が
接
触
し

た
も
の
で
あ
る
。
修
繕
費
用
４
７

２
万
５
０
０
０
円
は
全
額
自
動
車

損
害
保
険
の
適
用
を
受
け
た
。

消
費
者
相
談
の
内
容
は

委
員

消
費
者
相
談
の
内
容
と
そ

の
対
応
は
。

生
活
環
境
課
長

相
談
件
数
は
１

４
６
件
で
、
金
融
関
係
が
２０
件
、

住
宅
や
太
陽
光
発
電
関
係
が
１７
件

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
は

市
職
員
が
対
応
し
て
い
た
が
他
の

仕
事
と
兼
務
と
な
っ
て
い
た
。
今

年
度
か
ら
、
嘱
託
職
員
の
消
費
生

活
相
談
員
を
配
置
し
て
専
門
に
対

応
し
て
い
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て

委
員

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
経
営
状
況
と
現
状
は
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業
と

の
整
合
性
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長

２１
年
度
に

あ
か
ね
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
、
会
員
が
１
０
９
人
に
増

え
た
が
、
会
費
を
含
め
た
事
業
費

の
総
額
は
、
１
０
９
万
９
０
２
７

円
で
あ
る
。
主
な
経
費
は
講
師
謝

金
や
広
報
費
な
ど
で
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
独
立
採
算
で
き
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
継
続
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
教
室
と
の
競
合
も
あ
り
、

全
市
的
に
拡
大
し
た
取
り
組
み
に

で
き
な
い
か
を
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

換
金
額
は

委
員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
、

実
際
に
使
わ
れ
て
換
金
さ
れ
た
額

は
。

商
工
観
光
課
長

発
行
総
額
１
億

１
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
実
際
換

金
さ
れ
た
の
は
１
億
９
７
９
万
４

０
０
０
円
で
、
２０
万
６
０
０
０
円

分
が
換
金
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

観
光
客
誘
致
に
つ
い
て

委
員

観
光
客
が
前
年
度
よ
り
減

少
し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。
そ

の
な
か
で
若
松
寺
だ
け
が
増
加
し

て
い
る
が
そ
の
要
因
は
。

商
工
観
光
課
長

平
成
２１
年
に
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
天
地
人
」
と
映
画
の

導入されたはしご車

一般会計を含む１４件について認定
平成２２年度一般会計決算をはじめ、１１件の特別

会計決算、水道事業会計及び市民病院事業会計決
算の計１４件が提出され、決算特別委員会に付託さ
れました。
審査の内容の主なものは次のとおりです。
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「
お
く
り
び
と
」
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
ブ
ー
ム
が
長
続
き
し
な
か
っ
た

こ
と
と
、
東
日
本
大
震
災
が
影
響

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

若
松
寺
に
つ
い
て
は
、
毎
月
第
１

日
曜
日
に
縁
結
び
祈
願
祭
を
行
っ

て
お
り
、
特
に
若
い
女
性
に
人
気

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

市
営
住
宅
使
用
料
の未

納
は

委
員

市
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納

繰
越
分
の
収
入
が
１０
％
以
下
と
少

な
い
が
、
そ
の
理
由
と
催
促
等
は
。

建
設
課
長

で
き
る
だ
け
現
年
分

の
未
収
金
額
を
少
な
く
す
る
よ
う

に
、
現
年
度
を
優
先
し
て
徴
収
し

て
い
る
。
建
設
課
で
電
話
や
個
別

訪
問
等
催
促
を
行
っ
て
い
る
。

工
事
関
連
補
償
費
の明

細
は

委
員

天
童
公
園
整
備
の
愛
宕
沼

関
連
の
工
事
関
連
補
償
費
の
明
細

は
。

都
市
計
画
課
長

個
人
情
報
の
保

護
の
立
場
か
ら
、
非
公
表
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

建
設
部
長

建
物
移
転
の
補
償
が

３
件
。
公
共
事
業
執
行
上
支
障
を

き
た
す
の
で
、
個
別
の
補
償
金
額

に
つ
い
て
の
公
表
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

社
会
教
育
団
体
の
現
状
は

委
員

各
種
社
会
教
育
団
体
の
実

態
は
。
ま
た
、
活
性
化
の
た
め
ど

ん
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

市
連
合
婦
人
会

は
田
麦
野
を
除
く
１２
地
区
に
３
７

０
０
人
の
会
員
が
い
る
。
市
若
妻

会
連
絡
協
議
会
は
平
成
２２
年
度
末

で
解
散
し
た
。
ま
た
、
青
壮
年
会

は
２１
団
体
８
０
０
人
の
会
員
で
活

動
し
て
い
る
。

各
団
体
へ
の
事
業
費
補
助
金
の

交
付
と
と
も
に
、
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
活
性
化
を
図
り
た
い
。

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

委
員

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
き
た
が
、

研
修
修
了
者
数
と
ス
ー
パ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
。

学
校
教
育
課
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
修
会
の
修
了
者
は
平
成
２１

年
度
３６
人
、
平
成
２２
年
度
４０
人
で

あ
り
、
修
了
者
を
対
象
に
し
た

ス
ー
パ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研

修
会
の
修
了
者
は
２３
人
で
あ
る
。

今
後
も
全
教
員
が
基
礎
講
座
を
受

講
で
き
る
よ
う
継
続
し
て
い
く
。

現
在
さ
ら
に
上
級
の
研
修
も

行
っ
て
お
り
、
各
校
の
巡
回
相
談

に
同
行
し
、
発
達
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
の
実
態
把
握
と
、
指
導
援

助
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

市
民
病
院
事
業
会
計
に

つ
い
て

委
員

市
民
病
院
事
業
会
計
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
経
常
収

益
と
し
て
い
る
の
で
赤
字
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

繰
入
金
の
中
で
国
か
ら
の
交
付
金

額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長

地
方
公
営

企
業
法
に
基
づ
い
て
決
算
報
告
を

し
て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
は
、
救
急
医
療
の
確
保
に
要

す
る
経
費
や
企
業
債
償
還
金
な
ど
、

経
費
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
総

務
省
が
定
め
た
繰
入
基
準
に
よ
り

約
４
億
円
繰
り
入
れ
て
い
る
。
国

か
ら
の
交
付
税
措
置
額
は
２
億
２

１
６
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

整備中の愛宕沼

平成２２年度 各会計の決算額
（単位：千円）

歳 出

１９，４８９，４２６

１３，３１２，６２６

６，１５８，６５８

６９，２６７

７４

１，４２４

９０，７３１

２，１７８，２４６

２７５，４３１

３，５８５，８５６

１，５９４

５０９，６０８

４４１，７３７

水道事業会計 当年度純利益 １３４，８９６，１７８円

市民病院事業会計 当年度純損失 １４５，７０１，３６２円

歳 入

２０，２２９，４７８

１３，６９７，５４９

６，３７４，７２０

６９，２６７

３，０９１

２，２９９

９０，７３１

２，２１５，３５９

２８３，３６０

３，６７６，５０２

４，２５４

５２４，０５９

４５３，９０７

会 計 名

一 般 会 計

特 別 会 計

国民健康保険

老 人 保 健

用 地 買 収

財 産 区

交通災害共済

都市計画公共下水道

鍬ノ町土地区画整理

介 護 保 険

市 民 墓 地

後期高齢者医療

工業団地整備

普通会計歳入歳出決算図表

※普通会計は、総務省で定める基準により作成される会計で、一般会計
及び用地買収、鍬ノ町、市民墓地の各特別会計を合算したもの。
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討

論

９
月
１３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

決
算
１
件
及
び
請
願
１
件
に
つ
い

て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
決
算
に
つ
い
て

は
賛
成
多
数
で
認
定
、
請
願
に
つ

い
て
は
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

▼
認
第
１
号
平
成
２２
年
度
天
童
市

一
般
会
計
決
算

《
反

対
》

石
垣
昭
一
議
員

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
完

全
無
料
化
事
業
、
小
中
学
校
耐
震

化
事
業
、
３５
㍍
級
先
端
屈
折
水
路

付
は
し
ご
車
整
備
事
業
等
に
つ
い

て
は
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

次
の
点
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

最
初
に
、
ふ
れ
あ
い
荘
・
か
ま

た
荘
公
衆
浴
場
指
定
管
理
委
託
料

が
、
利
用
料
金
制
度
に
な
り
、
利

用
料
が
指
定
管
理
者
の
収
入
と
な

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
管
理

委
託
料
が
そ
の
分
下
が
っ
て
い
な

い
こ
と
。

次
に
、
周
知
期
間
が
約
１
カ
月

で
実
施
し
た
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
運
行
で
、
利
用
者
が
減
っ

て
、
経
費
が
増
え
て
い
る
現
状
で

あ
り
、
利
用
し
や
す
い
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。

最
後
に
、
天
童
古
城
地
区
整
備

事
業
の
工
事
関
連
補
償
金
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
と
積
算
根
拠
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
と
い
う
こ
と
で

説
明
を
拒
否
し
て
い
る
た
め
、
決

算
の
適
正
審
査
が
行
え
な
い
こ
と
。

《
賛

成
》

矢
萩
武
昭
議
員

第
六
次
天
童
市
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的

負
担
軽
減
で
あ
る
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
完
全
無
料
化
、
工
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
を
促
進
す
る

産
業
立
地
促
進
資
金
貸
付
、
安
全

で
安
心
し
て
学
べ
る
た
め
の
小
中

学
校
耐
震
化
事
業
、
源
泉
確
保
の

た
め
の
市
民
保
養
施
設
源
泉
掘
削

事
業
、
ま
た
、
有
事
に
備
え
た
３５

㍍
級
先
端
屈
折
水
路
付
は
し
ご
自

動
車
整
備
事
業
な
ど
「
笑
顔

に

ぎ
わ
い

し
あ
わ
せ
実
感

健
康

都
市
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
各

種
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
き
た
。

平
成
２２
年
度
の
実
質
単
年
度
収

支
は
約
１
億
８
７
０
０
万
円
の
黒

字
と
な
り
、
健
全
財
政
を
維
持
し

て
い
る
。
地
方
債
の
残
高
は
前
年

度
よ
り
約
３
億
２
４
０
０
万
円
減

少
し
約
１
８
５
億
１
２
８
８
万
円

と
な
っ
た
。
ま
た
、
経
常
収
支
比

率
や
起
債
制
限
比
率
が
改
善
し
て

お
り
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財

政
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

▼
請
陳
第
３
号
３０
人
以
下
学
級
実

現
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
件

《
賛

成
》

伊
藤
和
子
議
員

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機

構
）
諸
国
に
比
べ
、
日
本
は
１
学

級
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
が
多
い
。

文
部
科
学
省
で
「
今
後
の
学
級
編

成
及
び
教
職
員
定
数
に
関
す
る
国

民
か
ら
の
意
見
募
集
」
を
実
施
し

た
が
、
約
６
割
が
望
ま
し
い
学
級

規
模
と
し
て
２６
〜
３０
人
を
選
択
し

て
い
る
。

山
形
県
で
は
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ン

で
３３
人
以
下
学
級
を
実
施
し
、
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
。
少
人
数
学

級
の
検
証
も
行
わ
れ
、
不
登
校
の

出
現
率
や
欠
席
率
の
低
下
が
見
ら

れ
、
高
く
評
価
さ
れ
、
今
年
の
学

級
編
成
標
準
の
改
定
と
な
っ
た
。

国
の
制
度
で
３０
人
以
下
の
学
級

に
な
れ
ば
、
県
の
負
担
も
減
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
に
占

め
る
公
財
政
支
出
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
国
中
、
日
本
は
最
下
位
。
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
の

負
担
割
合
が
３
分
の
１
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
自
治
体
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
。

何
よ
り
も
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

機
会
均
等
に
一
定
水
準
の
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
に
賛
成
す
る
。

意

見

書

９
月
１３
日
に
、
委
員
会
提
出
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
関

係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書
（
抜
粋
・
要
約
）

軽
油
引
取
税
は
、
平
成
２１
年

度
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

道
路
特
定
財
源
か
ら
一
般
財
源

化
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
道
路

の
使
用
に
直
接
関
連
し
な
い
機

械
等
に
使
わ
れ
る
軽
油
に
つ
い

て
設
け
ら
れ
て
い
た
免
税
軽
油

制
度
が
、
平
成
２４
年
３
月
末
で

廃
止
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
免
税
軽
油
制
度
が
廃
止

さ
れ
れ
ば
、
観
光
及
び
農
林
水

産
業
全
般
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
、
観

光
産
業
や
農
林
水
産
業
等
幅
広

い
産
業
へ
の
影
響
を
鑑
み
、
免

税
軽
油
制
度
を
継
続
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・

財
務
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・

国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

教育委員会委員の任命に同意

現教育委員会委員の西尾信吾氏

が、平成２３年９月３０日をもって任

期満了となることに伴い、後任と

して本田孝之氏（長岡北）を任命

することに同意しました。

平成23年11月1日発行 （14）



平成２３年度第３回定例会（９月定例会）
は、８月２４日から９月１３日までの２１日間
の会期で開催されました。
平成２２年度決算議案１４件、平成２３年度

一般会計補正予算をはじめとする予算議
案１０件、条例議案等６件及び請願２件に
ついては、決算特別委員会、予算特別委
員会及び所管常任委員会に付託され、９
月１３日の本会議で採決が行われました。
また、追加議案の人事案件１件及び委員
会提出議案の意見書１件の採決も行われ
ました。結果は下記のとおりです。
（意見書については１４ページ、請願審査の
結果については１６ページに掲載していま
す。）

提出された議案とその結果

会例定月９
審 議 日 程

内 容

本会議（会期の決定、提案理由の説明、決算・
予算特別委員会の設置など）

本会議（市政に対する一般質問）

本会議（議案に対する総括質疑、議案・請願陳
情の委員会付託）

総務教育常任委員会（付託案件の審査）

環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
経済建設常任委員会（付託案件の審査）

決算特別委員会（付託案件の審査、討論・採決）

予算特別委員会（付託案件の審査、討論・採決）

本会議（委員長報告、質疑・討論・採決など）

月 日

８．２４

８．２６
２９

８．３０

８．３１

９．１～２
５～６

９．７～８

９．１３

（市長提出議案）

結果

認 定
（賛成多数）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

認 定
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

件 名

平成２２年度天童市一般会計決算

平成２２年度天童市国民健康保険特別
会計決算
平成２２年度天童市老人保健特別会計
決算
平成２２年度天童市用地買収特別会計
決算
平成２２年度天童市財産区特別会計決
算
平成２２年度天童市交通災害共済事業
特別会計決算
平成２２年度天童市都市計画公共下水
道事業特別会計決算
平成２２年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計決算
平成２２年度天童市介護保険特別会計
決算
平成２２年度天童市市民墓地特別会計
決算
平成２２年度天童市後期高齢者医療特
別会計決算
平成２２年度天童市工業団地整備事業
特別会計決算

平成２２年度天童市水道事業会計決算

平成２２年度天童市民病院事業会計決
算
平成２３年度天童市一般会計補正予算
（第３号）
平成２３年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）
平成２３年度天童市用地買収特別会計
補正予算（第１号）

議案番号

認第１号

認第２号

認第３号

認第４号

認第５号

認第６号

認第７号

認第８号

認第９号

認第１０号

認第１１号

認第１２号

認第１３号

認第１４号

議第９号

議第１０号

議第１１号

結果

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

同 意
（全会一致）

（委員会提出議案）

結果

原案可決
（全会一致）

件 名

平成２３年度天童市財産区特別会計補
正予算（第１号）
平成２３年度天童市都市計画公共下水
道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２３年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計補正予算（第１号）
平成２３年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第１号）
平成２３年度天童市市民墓地特別会計
補正予算（第１号）
平成２３年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）
平成２３年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第１号）
天童市特別職に属する者の給与に関
する条例の一部改正について
天童市市税条例等の一部改正につい
て
天童市地区計画の区域内における建築物
の制限に関する条例の一部改正について
町及び字の区域並びに名称の変更に
ついて
荒谷西工業団地の分譲地の処分につ
いて
天童市立第一中学校改築等事業用地
の取得について
天童市教育委員会委員の任命につい
て

件 名

免税軽油制度の継続を求める意見書
の提出について

議案番号

議第１２号

議第１３号

議第１４号

議第１５号

議第１６号

議第１７号

議第１８号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第２３号

議第２４号

議第２５号

議案番号

委員会提出
議案第２号

（15） てんどう市議会だより №134
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今
回
、
市
立
高
擶
公
民
館
分

館
連
絡
協
議
会
の
研
修
の
一
環

と
し
て
、
８
月
２９
日
午
前
１０
時

の
開
会
か
ら
お
昼
ま
で
の
２
時

間
、
松
田
光
也
議
員
、
結
城
義

巳
議
員
、
後
藤
和
信
議
員
に
よ

る
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
と

市
長
を
は
じ
め
市
側
の

答
弁
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

３
月
１１
日
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
大
津

波
・
原
発
事
故
は
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
三
県

に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
発
事

故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
や
風
評

被
害
は
、
山
形
県
の
産
業
や
私

達
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
お
り
ま
す
。

結
城
義
巳
議
員
の
「
放
射
能

対
策
に
つ
い
て
」、
松
田
光
也
議

員
の
「
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
に
つ
い
て
」、
後
藤
和
信

議
員
の
「
子
ど
も
救
命
士
（
小

中
学
生
）
の
育
成
に
つ
い
て
」

は
、
時
宜
を
得
た
質
問
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
困
難
な
状

況
の
中
で
前
向
き
に
問
題
を
捉

え
て
い
こ
う
と
す
る
市
長
を
は

じ
め
市
側
の
答
弁
を
拝
聴
し
、

市
政
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
ま

し
た
。

印
象
に
残
っ
た
質
問
事
項
は
、

結
城
義
巳
議
員
の
「
天
童
市
民

病
院
の
経
営
に
つ
い
て
」

で
し
た
。
市
民
病
院
と

し
て
経
営
の
確
立
・
改

善
の
質
問
で
あ
り
ま
し

た
が
、
即
経
営
に
反
映

さ
せ
改
善
し
、
安
定
を

図
る
こ
と
は
困
難
な
問

題
も
あ
る
が
、
積
極
的
に
経
営

に
取
り
組
み
改
善
し
た
い
と
の

病
院
側
の
答
弁
で
し
た
。
市
民

病
院
と
し
て
市
民
の
「
健
康
の

砦
」
と
し
て
経
営
を
安
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

私
自
身
も
こ
れ
を
機
に
市
政

を
理
解
し
参
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

発
行

天
童
市
議
会

山
形
県
天
童
市
老
野
森
一
丁
目
１
番
１
号

電
話
０
２
３
（
６
５
４
）
１
１
１
１

編
集

天
童
市
議
会
広
報
委
員
会

印
刷

大
場
印
刷
株
式
会
社

�
９
月
の
改
選
に
よ
り
広
報
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
新
た
な
顔

ぶ
れ
に
な
り
ま
し
た
。
新
戦
力

と
し
て
新
人
議
員
２
名
も
加
わ

り
、
新
発
想
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�
モ
ッ
ト
ー
は
市
民
の
誰
も
が

読
み
や
す
く
理
解
し
や
す
い
事
。

そ
し
て
親
し
ま
れ
、
継
続
し
て

読
ま
れ
る
「
市
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に

改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
て
ま

い
り
ま
す
。

�
ご
一
読
い
た
だ
い
た
皆
様
、

ご
意
見
・
ご
感
想
を
た
く
さ
ん

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
委
員
会
一

同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
新
広
報
委
員
会
》

委

員

長

狩
野

佳
和

副
委
員
長

矢
萩

武
昭

委

員

伊
藤

和
子

〃

結
城

義
巳

〃

遠
藤

敬
知

〃

武
田

正
二

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。ホームページ http://www.city.tendo.yamagata.jp

12月定例議会の日程（予定）
１１月３０日（水）本会議（初日）
１２月５日（月）一般質問

６日（火）一般質問
７日（水）常任委員会
８日（木）常任委員会
９日（金）予算委員会
１２日（月）予算委員会
１５日（木）本会議（最終日）

※請願の締め切りは、１１月２１日
（月）正午までの予定です。
※なお、日程は変更になる場合が

あります。詳しくは議会事務局

までお問い合わせください。

請願・陳情の結果
今定例会で審査された請願・陳情は３件で、所管常任委員会

で審査したあと、結果は次のようになりました。

結 果

採 択
（賛成多数）

採 択
（全会一致）

不採択
（賛成少数）

付 託
委員会

経済
建設

総務
教育

総務
教育

提 出 者

奈良沢部落会
区長 今田富雄

ほか２名

東北索道協会山形地区部会
部会長 斎藤藤左衛門
財団法人天童市牧野公社
理事長 山本信治

山形県教職員組合
山形地区支部
支部長 早坂久佳

件 名

県道２３号と荒原線を結ぶ市道の
拡幅整備に関する請願

免税軽油制度の継続に関する件

３０人以下学級実現、義務教育費
国庫負担制度拡充を求める意見
書の提出に関する件

インターネットで議会中継
天童市議会では、本会議をインターネットで生中継しています。約１週

間後には録画でもご覧になれます。また市議会の詳しい内容（議会構成、

議員名簿、会議録、議会だより等）はホームページにてご確認できます。

ご意見・ご感想をお寄せください。

編

集

後

記

で天童市議会

市議会を傍聴して
さいとう かつ し

齋藤 捷史（高擶）


